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13 年 1 月 24 日　都道府県教育長協議会メモ　文部科
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4. 1.  概要
　基礎学力向上の取り組みについて典型的な事例と
して A 県内の B 小学校の実践をあげる。B 小学校は、
A 県の中央部に位置し自然環境に恵まれた地域。児




立て取り組んできた。2006 年度より週 3 時間の「モ
ジュール学習」を取り入れ、読み・書き・計算等の基
礎学力向上にも力を入れてきている。
4. 1. 1. 学力実態
　B 小では、4 月当初の学力実態を把握するために全
校で「到達度テスト」（資料 1）を実施した。「到達度
テスト」とは、1 年生から 6 年生までの計算と漢字を
各学年十問ずつ作成したものである。「到達度計算テ
スト」と「到達度漢字テスト」の 2 種類である。1 年
から 6 年の問題を合わせると 60 問になる。
　4 月の第 1 回到達度テストは、前学年の問題なので



















4. 1. 2.  全校で取り組むモジュールタイムについて
　B 小では毎週月・木曜日の 1 校時目を「モジュール
















4. 1. 3.  研究内容及び実践事例
（1）研究の内容
　事例としてあげるのは、6 年生 4 学級の取り組みで
ある。（2009 年度）




















※ 1 年 2 年『ことわざカルタ』3 年 4 年『百人一首』
5 年『都道府県カルタ』6 年『歴史人物カルタ』『世界
地図カルタ』
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・漢字については 2 〜 3 年生の頃から誤答率が高くな
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る日も増えてきた。この取り組みで 4 月の欠席は 4 日、





















1 年〜 6 年の検定の成果と課題　
①計算力テストについて 2009 年度（4 月・5 月・6 月・












3 年生から次第に L 曲線または J 曲線がくずれている。
・個人差の格差が次第に広がり、J 型から A 型、そし
て M 型の傾向をしめしている。
4 月当初に行った「計算到達度テスト」結果
3 年〜 5 年の計算の学力分布の例（1、2 年は略）
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を編成し、週に 3 時間 15 分のまとまった時間を「基
礎学力」向上に充てている。
　朝の会の後の「モジュール」が 15 分（月〜金）と
毎週月・木曜日の 1 校時を「モジュールタイム」 と呼







































等について」　（平成 28 年 12 月 21 日）
2 ） 文部科学省 HP　「学習指導要領「生きる力」　改訂の基本
的な考え」
3 ） 中央教育審議会答申「第 2 部　各学校段階、各教科におけ
る改訂の具体的な方向性
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－Training Effects of the Special Education Forum by Videoconference System－
江田 裕介
EDA Yusuke
(和歌山大学教育学部)
要旨：テレビ会議システムを利用した広域のフォーラムを開催し、特別支援教育におけるICTの利用をテーマとした
協議と実践報告を行った。その事前、事後で参加者にアンケート調査を実施し、ICTの教育的な利用に対する意識の変
化を調べた。回答を得点化し因子分析を行ったところ、「情報化への不安」「利用効果への期待」「学びの意欲」「指導
の自信」の４つの因子が抽出された。フォーラムの参加者はICTの導入に強い期待と意欲をもつ一方、教育環境の急速
な情報化に不安を感じ、障害のある児童が活動を機器に頼ることや、心身への影響に対する懸念を示していた。また
「指導の自信」の因子得点が低かった。しかし事後のアンケートでは４つの因子すべてで得点が有意に向上し、フォー
ラムの研修効果が認められた。性別による差がみられ、ICTの利用には男性がより積極的であった。特に「情報化への
不安」と「指導の自信」の因子ではフォーラム参加後も女性の得点が有意に低かった。年代による得点の差はみられ
なかった。
キーワード：特別支援教育、ICT、テレビ会議システム、教育の情報化、因子分析
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資料 3　小テスト
資料 4　音読集
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